
秋の訪れ
2020年10月23日(金) 対象5歳児 ふじ組 作成者 進藤 早苗

保育のねらい：どんぐりや木の実を見つけ秋の訪れを感じ遊びに取り入れる。

保育の振り返り

園庭にある実のついた木。ある日「ブルーべリーみたいな実がついてる」「とってもいい？」と興味いっぱいに伝えてきた子ど
も達。私も「どれどれ？みたいみたい！」と何だかワクワクしながらついていくと、沢山の実がついています。大切そうに袋に
入れている子、ケーキの飾りつけを楽しむ子と遊びは広がります。本当は落ちている実を集めて欲しいなと思いながらも、子ど
も達のワクワクした顔を見ていたら、見守ろう！と私も遊びに参加しました。「名前は何ていうのかな？」と気になりながらも
誰も名前がわかりません。「どうする？」いつもの相談が始まり、匂いを嗅いだり触ったり皮を見てみたりと何か情報を得よう
としました。「食べれるんでないの？」「なんだか固いよ！」と会話も広がりました。名前がどうしても気になり、キーワード
を教えて頂き、名前を教えていただきましたが、振り返ると、子どもたちともっとヒントを探って探して見る事も楽しかったな
と思います。別の日はどんぐりを持って来てくれた子がいました。お日様にあてて乾かそうとしていたところ、ふじ組の子ども
達は皮向きに夢中になっていました。私は、制作に使おうと考えていたので、子ども達は、触る→皮をむく→中身を見る
→・・・虫がでてくる？→ ・・・と繋がっていくんだなと気づき発見出来た日でした。又、園庭にあった実も固く皮はむけな
かったのですが、何か道具があったら子ども達はどうしたのかな？と気になるので見守ってみたいです。

秋の心地良い季節の遊びどんどん楽しみ子ども達と新たな発見を楽しみたいです。
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